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(1) 

xy平面上の任意の点を ),( ts 、その f による像を ),( ts  とすると 
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したがって、任意の点 ),( ts は、 l 上の点に移るので、 f による全平面の像は、 l である。(証明終) 

 

(2) 

P が l 上の点ではないとき、 PQは l と直交するから、 PQの傾きは
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に等しい。 
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22 yx  が最小になるとき 
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P が l 上の点であるとき、Qは P に等しいから 
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これは、①に xy 2 を代入したものに等しい。 

①は、 P が l 上の点であっても成立するから 
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g を表す行列は、 
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合成写像 fgf  は 
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したがって ggfgffgf   ,  ……(答) 


